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安
倍
首
相
は
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
の
条
件
と
し

て
「
国
民
の
生
命
、
自
由

及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が

覆
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
」

を
あ
げ
ま
し
た
。こ
の「
生

命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求

の
権
利
」
と
い
う
言
葉

は
、
も
と
も
と
日
本
国
憲

法
第
13
条
の
言
葉
で
す
。

「
生
命
、
自
由
及
び
幸
福

追
求
に
対
す
る
国
民
の
権

利
」
は
「
立
法
そ
の
他
の

国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊

重
を
必
要
と
す
る
」
と
い

う
の
が
そ
の
主
旨
で
す
。

　

こ
の
言
葉
は
１
７
７
６

年
の
「
ア
メ
リ
カ
独
立
宣

言
」
か
ら
継
承
さ
れ
た
も

の
で
す
。「
独
立
宣
言
」

は
「
人
間
に
は
、
生
命
、

自
由
そ
し
て
幸
福
の
追
求

を
含
む
あ
る
侵
す
べ
か
ら

ざ
る
権
利
が
与
え
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
権
利
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
、
人

は
政
府
と
い
う
機
関
を
も

つ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

人
間
に
と
っ
て
も
っ
と
も

大
切
な
も
の
は
生
命
で
あ

り
、
し
か
も
自
由
で
幸
福

な
、
つ
ま
り
福
祉
を
保
障

さ
れ
た
生
命
で
す
。
そ
の

よ
う
な
生
命
（
生
活
、
生

存
）
を
保
障
す
る
た
め
に

こ
そ
「
政
府
」
が
つ
く
ら

れ
た
の
で
す
。

　

政
府
が
勝
手
に
戦
争
を

は
じ
め
、
国
民
の
生
命
を

奪
う
こ
と
ほ
ど
大
き
な
専

制
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
祉

を
圧
迫
し
、
自
由
で
幸
福

な
生
活
を
脅
か
す
こ
と

は
、
政
府
の
存
在
理
由
を

み
ず
か
ら
否
定
し
て
い
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　

戦
争
は
、
人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
る
生
産
力
（
田

畑
や
工
場
、
交
通
な
ど
）

を
破
壊
し
、
家
族
を
養
っ

て
い
る
働
き
手
を
殺
し
ま

す
。
戦
争
ほ
ど
、
死
者
・

け
が
人
・
病
人
・
障
害
者

・
孤
児
を
人
為
的
に
生
み

出
し
、
人
間
ら
し
い
生
活

・
生
存
を
破
壊
す
る
行
為

は
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

憲
法
第
13
条
に
し
た
が

え
ば
、
自
由
で
幸
福
な
福

祉
を
保
障
さ
れ
た
生
活
こ

そ
、
国
政
上
最
大
の
尊
重

が
必
要
で
す
。
国
民
の
権

利
と
政
府
の
使
命
を
う
た

っ
た
歴
史
的
な
言
葉
を
、

卑
劣
な
武
力
行
使
の
口
実

に
し
よ
う
と
す
る
試
み
を

絶
対
に
許
さ
ず
、
平
和
で

福
祉
の
保
障
さ
れ
た
社
会

の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま

し
ょ
う
。

「
幸
福
追
求
権
」と
反
す
る「
集
団
的
自
衛
権
」

おいしいものが食べられることです。おいし
いものを食べながら陶器を見て気に入ったも
のがあれば購入します。お気に入りの陶器に
囲まれた生活はゆたかになります。ぜひ、益子
に来てお気に入りの陶器に出会って下さい。

　毎年春の大型
連休に開催され
る「益子の陶器
市」に家族と行
くのを楽しみに
しています。陶
器市の魅力は①
陶器が安く買え
る②期間中益子
の町の各地にテ
ント村ができて
作家さんと作品
について直接話
せる③テント村
にカフェなど食
事にこだわって
いるお店があり

「益子の陶器市」で心ゆたかに
栃木支部

あゆみ保育園分会が結成
１人また１人と声かけて－島根支部

　個人加入した組合員が１人、また１人と声
をかけ、６年がたちました。仲間が３人に増
えたことで、５月末に分会結成しました。
　今は、喜びと誇りを胸に、仲間とより良い
保育のために、賃金・労働条件改善や福祉制
度充実をめざし奮闘中です。
　分会結成の際に全国のみなさんから数多く
のお祝いメッセージをいただき、ありがとう
ございました。全て拝読させていただき心強
さに満ち、日々の活力となっています。今後と
もご指導ご鞭撻よろしくお願いいたします。

貧困と福祉について討論
社協・事業団交流集会

　６月28日、29日に横浜市で社協・事業団種
別の学習交流集会を開催しました。
　「貧困問題と地域福祉」をテーマに、NPO
法人ほっとプラス代表理事の藤田孝典さんの
講演と、分散会「身近な貧困といま私たちが
取り組むべきこと」で討論しました。

全国の仲間が福祉充実を訴える
６・９中央行動

　６月９日に中央行動を行い、全国から約
140人が参加しました。
　各種別の厚労省との2015年度予算要求交渉
を中心に、昼には国会前要求行動も行い、
「福祉の商品化反対」「実効ある福祉人材確
保対策を」と訴えました。

賛同金にご協力を！

　　目標　1000万円

「みんなの一歩キャンペー
ン」

運動の理解を広げ、大きく
展開していくための必要経費として協力
（団体１口3000円、年間1000口以上目標）
をお願いします。

郵便振替口座　00110-1-45713 全国福祉保育労働組合
（「みんなの一歩賛同金」と明記してください）

　憲法25条に規定された生存権を否定し、社会保障削減を続ける政治の流れに反対し、
「福祉は権利」を実現するためとりくまれた今回の「福祉は権利」共同シンポジウム。
　障害・高齢・保育という種別だけでなく、労使・利用者といった枠をこえ、「福祉は権
利」を合言葉にみんなで一歩前に踏み出すための、大きなきっかけとなりました。

「
福
祉
は
権
利
」利
用
者
・
経
営
者
・
労
働
者
が

社
会
福
祉
を
問
う

共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

種
別
や
労
使
・
利
用
者
の
枠
を
こ
え
て
一
歩
前
へ

種
別
や
労
使
・
利
用
者
の
枠
を
こ
え
て
一
歩
前
へ
６
月
８
日

６
月
８
日

東
京
・
星
陵
会
館

東
京
・
星
陵
会
館

なつわか。なつわか。

in 兵庫in 兵庫

全
国
の
青
年
と

全
国
の
青
年
と

つ
な
が
ろ
う
！

つ
な
が
ろ
う
！

８月９日（土）～10日（日）神戸市勤労会館

・申込みしめきり　７月25日（金）
・問い合わせは中央本部まで
　　　　　　　　　TEL　03（5687）2901

１日目：講演
「ほっこり気分ってどんなとき？」
～ゆたかなココロのメンタルヘルス～
大槻　久美子さん（産業カウンセラー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２日目：グループワーク
みんなが主役!!青年部企画をつくろう！

　　　　　　　　 シ ン ポ ジ ス ト 　　　　　　　　

家平　悟さん
障害者の生活と権利
を守る全国連絡協議
会（障全協）

正森克也さん
社会福祉法人こばと
会／社会福祉施設経
営者同友会

阿部一美さん
さいたま市保育園保
護者／赤ちゃんの急
死を考える会

清水俊朗さん
全国福祉保育労働組
合副中央執行委員長

　

基
調
報
告
で
は
、「
福
祉
は
権
利
」
を

明
確
に
示
し
た
「
朝
日
訴
訟
」（
１
９
５

７
年
提
訴
）
の
意
義
が
再
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
時
、
自
衛
隊
創
設
の
た
め
の
予
算
が

膨
れ
、
社
会
保
障
費
用
が
削
減
さ
れ
る
状

況
の
中
で
「
予
算
に
よ
っ
て
、
最
低
基
準

（
国
民
の
権
利
）
が
左
右
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
も
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
」
と
し
て
、
社
会

保
障
そ
の
も
の
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
必
要

な
費
用
は
消
費
税
を
中
心
に
確
保
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
大
企
業
の
負
担

を
軽
減
し
、
社
会
保
障
や
税
制
を
支
え
る

国
民
の
雇
用
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

石
倉
さ
ん
は
、
国
民
に
分
配
・
再
生
産

さ
れ
な
い
軍
事
費
や
莫
大
な
費
用
の
か
か

る
原
発
で
は
な
く
、
社
会
保
障
に
予
算
を

使
わ
せ
よ
う
、
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

基
調
報
告　
　
　
　

石
倉
康
次
さ
ん
（
立
命
館
大
学
教
授
）

社
会
保
障
に
予
算
を
使
わ
せ
よ
う

大
企
業
の
税
の
が
れ
を
許
さ
ず
、
軍
事
費
や

原
発
に
国
の
財
源
を
使
わ
せ
な
い

　

権
利
が
守
ら
れ
て
い
な
い

実
態
が
報
告
さ
れ
た
後
、
今

後
公
的
責
任
を
果
た
さ
せ
る

た
め
に
ど
う
追
求
し
て
い
く

か
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

正
森
さ
ん　

財
界
は
福
祉
を

必
要
と
す
る
人
へ
の
対
応
を

考
え
て
い
な
い
。
社
会
福
祉

法
人
が
、
公
的
福
祉
を
追
求

す
る
事
業
体
と
し
て
権
利
を

保
障
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
。

実
を
、
国
は
市
町
村
独
自
の

事
業
を
受
け
ら
れ
る
と
す
る

が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム

が
な
く
な
る
の
が
大
問
題
。

阿
部
さ
ん　

保
育
事
故
は
、

　

石
倉
さ
ん
の
問
題
提
起
を

受
け
、
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

正
森
さ
ん　

介
護
保
険
改
悪

（
予
防
給
付
の
廃
止
）
の
口

阿
部
さ
ん　

行
政
の
目
が
行

き
届
か
な
い
施
設
が
増
え
、

子
ど
も
の
安
全
が
守
ら
れ
る

か
。
保
育
士
の
働
く
環
境
が

子
ど
も
に
直
結
す
る
。

家
平
さ
ん　

こ
れ
か
ら
の
社

会
保
障
制
度
は
、
家
族
相
互

国
民
相
互
の
助
け
合
い
と
さ

れ
る
。
事
業
者
・
家
族
・
み

ん
な
と
連
携
し
て
い
か
な
い

と
公
的
福
祉
が
な
く
な
る
。

清
水
さ
ん　

人
材
不
足
を
理

由
に
専
門
性
を
否
定
す
る
動

き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
守
る

べ
き
福
祉
と
は
何
か
と
い
う

一
致
点
で
共
同
し
た
運
動
を

つ
く
り
た
い
。

認
可
と
無
認
可
で
比
較
す
る

と
45
倍
に
な
る
。
子
ど
も
に

適
し
た
保
育
が
さ
れ
て
い
る

か
検
証
が
必
要
。
事
故
の
問

題
を
保
育
環
境
と
の
関
連
で

見
て
い
く
べ
き
。

家
平
さ
ん　

障
害
者
権
利
条

約
の
批
准
で
障
害
者
施
策
の

権
利
性
が
確
認
さ
れ
た
。
そ

れ
な
の
に
、
65
歳
に
な
る
と

介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
る
。

清
水
さ
ん　

現
場
は
非
常
に

高
度
で
専
門
性
の
高
い
仕
事

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
材

不
足
は
利
用
者
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。
労
働
者
の
処

遇
低
下
は
利
用
者
の
権
利
の

低
下
に
も
な
る
。

福
祉
の
現
場
の
実
態
と
権
利
保
障
へ
の
思
い

公
的
責
任
と
し
て
の
社
会
福
祉
を
追
求
す
る

セッシ
ョン１

セッシ
ョン１

セッシ
ョン２

セッシ
ョン２

国の社会保障政策の
後退が福祉の現場を
圧迫し続けている　

福祉に関わるすべての人と
福祉労働者の共同の力が　
求められている　　　　　

今年度から実施さ
れて

いる制度改悪がたく
さんあるこ

と、そしてこれから
もまだまだ、さ

まざまな制度改悪が
進められているこ

とを知り、この流れ
をどのように止め

るべきか考えさせら
れました。ついてい

けないスピードで制
度が改悪されていく

こと、知らない人は
知らないままで社会

の価値がかわってい
くことに危機感を感

じました。「気づい
た人」は伝えてい

く役目があると聞き
、やはり伝えてい

く・広めていくこと
は重要だと思い

ました。

　　　　　（東海地
本　田代分会）

「予算で保障の内
容

を変える」という考
えがまさに

現場を見ていない
人の考えだと思

い悲しかった。す
べて国民は健康で

文化的な最低限度
の生活をする権利

があるはずなのに…
。社会的弱者に厳し

い世の中になりつつ
あることに、大きな

声をあげていかなけ
ればならないと思っ

た。お子さんを亡く
された阿部さんの話

が印象的だった。保
育・障害・介護、

どの分野において
も国の保障は充分

でないし、非常に
厳しい現状にあ

ると感じた。

　（東京地本

　　　　井の頭保育
園分会）

参
加
者
の
感
想

「福祉は権利」を大きな声に「福祉は権利」を大きな声に


